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まえ が き

従来吾国には絶無であると考えられていたボ

l・リヌス中音は1954年中村埒によ bその存在が

確認された。即ち北海道佑内に発生した飯すし

に起l.slする食中甜の原1りを究明の結果1比界にも

稀なE型菌によるものであろ事を報告し、更に

その後道内各地に於て藪例の飯すし中毒の発生

を報じその何れもがE型菊によろものであろ直

を明らかにした。

又これより先 1936年に吾国から米国に輸出

した衰蛸の罐詰によ b彼地で 4名の巾毒患者を

出し B型ボ菌が分離された車が報告され、それ

以来吾国でも土塘の楕細な検杏が行われたが、

ボ南は発見されなかつた。

然しその後 1943年宮崎は八丈島でガス壊紅

患者の病変組織からボ菌を検tIIした事を報じ、

次いで 1952年広木は鹿児島県下の土壊より

A型ボ菌を分離したと報告した。．

これ等の事実は吾国に於てもポトリヌス菌は

決して絶無ではなく、相当広くi替在しているの

ではあるまいかと想像せざろを得ないのであ

ろ。この想｛象を裏書きするかの如く余等も 1953

年 10月南秋田郡天王町に発生した食中毒の病

原物質を追求の結果、この原囚食品と疑われる

「JII蝿の飯すし」よりボトリヌス E型毒素が証

哨され月．E型菌の分離に成功した。

そしてこれを機会に過去に於いて「飯すし」

に起l"1すると思われる食巾群の疫学的調査を実

施したところ現在まで 7例の発生を見ている事

が明らかになつたのでそのあらましについて報

告すろ，9

E )眉ボトリスス中毒の歴史

第 1表に示す通り 1ツ関ボトリヌス歯ほ1り36年

以前は同定されておらす、その年 (;llllni出IIl̂

Cnmmi 11邸及び Meyer 芍べ•ff-カ： A ． l i. C.I-). (J)何れの

隈にも分類出来ないボ雨を F製菌と名付けて乎It

告したが、それ以後現在まで余婚の間ぺた範囲

では訊外国に12例、日本に 3例と計15例の報告

があり、天王の発生は吾国で第4例目（本州で

最初）冊界では第16例Hに当る。 （その後北海

道に於いて 2例の報告があろ）

中毒発生のあらまし

発生した場所は八郎潟岸に程近い南秋田郡天

王IIII江911で X藤 xx郎 1家 7名中 4名が発病

し、そのうち 2名が死亡し、原囚食品を摂った

ものは 6名であろ。 （第 2表）

即ち1953年10月8日の昼食に主人 X XI講（当

29オ）と幼児（当 2オ）を除く 5名が、沼込ん

でから23日nに「川軋間の飯すし」を初めて開け

て、少熊 (20~60g)づしを試食した。主人は

他に勤めていろ関係上夕亥11帰宅してから同じく

少兼を摂つた。

主婦（当33才：）は摂食してから約17時間後に

腹病、悪心を訴え3~4回の大覺の畷吐があり、

23時間後には蹄孔散大し、視力低下、複視、眼除

下乖等が起り、的47時間後には帳下困難を訴え

た。この時38°Cの発熱があり、次いで日渇、l疫声

全身のしびれ慇を伴い発病後57時間（摂食後74

時間）で死の転帰をとつた。

その娘（当 7オ）は摂食後約11時間にして前

の例と同じ稲状で発病し、約26時間後同じく死

の転帰をとつたが、発熱は見なかつた。

その妹（当 4オ）は「飯すし」を約2口位し

か摂らなかったのであろが、約55時間後に悪心

腹栢、頭痛、畷吐等の症状が現れ、次いで11立加

呼吸困難を訴えたがn渇、唸下困狸は見られ

す、叉II艮症状の発顆もなく治癒していろ。
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主人（当29オ）は20時間後に同様悪心、腹痛、

嘔吐等の症状をもつて発病し、口渇、疫声、呼

吸困難、附訂下困難並びに瞳孔散大、視力低下、

複視、眼瞼下垂を来し相当重篤であったが幸に

同復した。

丹（当63オ）は他の人と同摂程度を摂 b、長

男（当 9オ）は極めて少惟を摂取したが、何等

の中毒症状も現われなかつた。

「飯すし」について

中毒の原lりとたった「飯すし」は xj篠家の母

が凋理したもので、 9月16日に漬込み約23日後

！こはじめて試食され、その内容は小鯛、人券、

茉菜、大根、米叛、食塩等であろ。

その凋理の過程ほ 9月15f-1の朝行商人より l

貫t1のJIl鯛を購入し内臓を除去して約 30時間

1斗樽の清水に浸漬した（その間数回水をかえ

た。これは脱脂の日的であろと云はれる。）

翌日午後2時頃この魚を旅に上げてよく水を

切り薄く塩をふ bかけた。他方米飯を炊いてそ

の温度の下ろのを待つ間（適温は人肌程度と家

人は言う）畑より人楽、玉菜、大根を採り水洗

して皮をむき準備したそして平常この目的の

為に使用されろ 5升入の木桶の中に米飯、魚、

野菜の順序に漬け込み最後に笹の葉をのせ、内

側に藁をまき、木糀で押して重石（この石は重

い程いいをのせて約 3週間後の 10月8日まで

放置したものである。

「飯ずし」そのものl.本来の匂いは芳香臭を

放つと云はれるのが、本品は強い酪酸奥があり、

変敗を思はしむるに充分なものがあった。

ボトリヌス菌の細菌學的瞼索

I 「甑ずし」中の毒素の確認

患家より持帰つた「飯すし」の巾約40gを滅

菌乳鉢にとり生理的食塩水20ccを加え、乳剤と

して4000回転20分遠心しPH5.8の白濁したI:

清を得た。これを 0.3cc宛 15g内外のマウスの

腹腔内に接種するに約2時間後に腹壁の陥凹、

呼吸困難後艇麻痺を来し、 4時間以内に何れも

斃死した。他方この＿f:清を80°c30分加熱したも

のについて同様の実験を行つた結果は何等の変

状も示さなかつた。

この」、．清は 1~3’‘cに保存し、約20日後に

再びマウスを用いて宴験を繰返した時に尚

0.005ccで15時間以内にこれを斃す毒力を有し

ていた。

詢この毒素は E型ボトリヌス性毒素血清で完

全に中和され、斃死マウスの剖検所見は胃部膨

大、腸秤の充血、腹腔の陥凹を言葱め、殊に肺、

心、肝の充血簿ヵ守『明であつた。

この約果により「飯すし］中に Ii型ボトリヌ

ス抗毒素/(!Li` 青により完全に中和されろ蒋素の存

在を確認した。

I 「甑ずし」の培養液中の毒素の確認

前述の「飯すし」の遠心沈瓶を途抹染色して

鏡検すろと多薮の杓菌と球菌類が見られt?。

それをそのまI.と 160°e 1時間を加熱したも

のとの 2通りについて、各 lH金耳宛肝々プイ

ヨン（馬肝） 5本に移朋し37°0に培養した結果

約 18時間後に培地は油濁を来し多飛のカ・スの

発生を見、明瞭に菌の発育が認められた。

この焙荏液を4000回、 20分遺心して上清をシ

ヤンベぅン濾過群を通し、その濾液 O.3ccをマ

ウスの腹腔内に接種したところ「飯すしlのそ

のものから得た」：清と同様の症状を呈し、 1~ 
3時間でこれを斃したが80°c、30分加熱したも

のは何咽異状は認められなかつた。

この濾液についてボトリヌス抗毒素血清を用

いて中和試験を行い、 E型血清によつて中和さ

れろ事が解つた。（第3表）

表に示す通り、 A.H.R型の各抗壽素血清を

生刑的食塩水で 10倍に稀釈し、毒素は同じく

10倍、 100倍と順次10倍稀釈を行い、それ埒を

各0.5cc加えて 37%、15分放置してから 2[rc:の

マウスの腹腔内に接種し、また対照としては、

毒素に生理的食塩水を・＾岱最に加えたものを接種

した。

この実験の結果「飯すし」瑶養液Iドに存存す

る褥素は、 F凜ボトリヌス抗番素血清によ IJ完

全に中和され、且 80C、30分の加熱により無

毒化されろ等の事ょ I)推して F遇リポトリヌフ萄

素以外の者素は混在しないものと考えられろ。



＂ ボトリヌス菌の純粋分離

毒素を証明した「飯すし」培養液を絹羊血液．

葡萄糖寒天平板培地に塗抹し嫌気性瓶に入れ細

谷岸野氏法により 30°c、72時間培養後発育し

た集落よりボトリヌス菌を疑うものを釣菌し再

び肝々プイヨンに移植して 300C4日間培養を

行った。

この焙跨液の0.25（℃宛、各 2匹のマウスの腹

腔内に接種し定期的な発症を示すものについて

中和試験を行つた結果は T刃利血清により完全に

巾和され、且つ so0c、30分の加熱によつて無

甜化されろ。

この成績によ h余等は菌株は T邁恥ミトリヌフ、

菌であろとの確信を深めた。

]Ill 分離菌株の諸性状について（第4表）

A 肝9くプイヨン培地

肝々フ・イヨンに移植したまL培発すると発育

ほ余り良好でないが、流勤ベラフインを預ねれ

ば20°C、3o0c、37°cの何れの温度でも24時間

以内に培地はi仙蜀しガスの発生を見る。

これにo.s％の割合に葡甜糖を加えればi附蜀

度とガス発生兼は増加すろ。 4s0cでは全く窮

育をしないu

Ii 絹羊血液寒天並び術萄糖加寒天培地

これ紆j；J)平板培池で 30°c24時間'J)i弁養では

極めて徴細なりさ落を作り48時間では直径 3~4 

mmに逹すろ。

集落は梢灰白色、半透明、 k]平、巾心部i条起

し、辺禄の不規則なものが多いが1り形のものも

あろ。

弱い Ii型の溶血環を作り周囲 5mm位であろ

が集落をかきとろとよく解ろ。又この菌株は2

タるの術甜糖寒天によく発育すろが、ftii冷猜糖を加

えないと全く発育しない。

C 劉微鏡検在

グラム陽性、 0.8~1X 4~6nの大さで、両

端鈍Il1の枠菌で48時間培控ではヰ胞は見えな

ぃ。然し 4~7日培詐すろと菌体の中央又は棺

扁在すろ卵円型の芽胞が認められろ。又縣滴椋

本を暗視野で鏡検すれば運動が見られ、また鞭
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毛染色すろと、周『月に数本の鞭毛が腔められ

た。

D 面白分解性

肝々プイヨンの肝片、凝固卵日、ゲラチン等

は分解液化しない。牛乳は 4日目に凝同したが

そのカゼインは硝化されなかつ1：：。

1：炭水化物

その成績は第4表の 2に示す通りで、この実

験には巾村紅卜の約内株及びHazen(J)No.35396！朱

も用いたが、成紺は同じであった。

以上の実験の成緒により余等の分離した菌株

は E型ボ！、リヌ句菌と決定した。

過去に於ける「飯すし」中毒について

「飯中し」が原因食品と考えられる食中毒の

卒生は今回が初めてではた＜、最近余等の知れ

ろ範開でも 2例を算えることが出来ろ。

それは1951年南秋田郡払戸村に於て「はぜの

飯すし」を摂食し、 4名が発病し、 2名が死亡し

た場合と、翌1952年同じく南秋田郡一日市町で

「小かれいの飯ずし」により 7名が発病し、1名

の死亡者を出していろ場介とであろ。

これはその時患者を診察した主治医から「食

中蒋」の診定と席出でられており余芯もその原

囚追求に出来る限りの努力をしたのであろが、

達にそれを確め得なかつた。

そして更に今回の天王町に於けろ「ボトリヌ

ス」中毒を磯に県内で今までに発生した「飯

すし」が原l一人lと考えられる食中毒の開査を行つ

た結果遠く 1930年より 1950年までに 5例とそれ

に払戸｀一日市の 2例を加えれば計7例が八UI¥

濶J)周辺にのみ発生し相当の死亡者をIHしてい

ることが明らかになつた。

1 発生場所及び時季

八郎潟は秋田県の利＇］西北部日本海岸に位置す

ろ周囲約80Kmの淡水湖で湖底は平坦水深は最

も深い所で 5.2 Illにすぎす能嵌類プランクトン

が多く魚類の生棲に適し魚獲も多い。

そしてその南端天王、船越の町に挟まれて流

れる短い水灌によつて日本海に通じ、為にこの

附近は絶えす海水の交流があり鍼水魚の生棲も

可能である。
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過去に於いて「飯すし」中毒の発生した場所

は現在まで余等の調査した範囲では第 5表及び

図に示す通り 5月上旬より 12月」升．旬にかけて総

てが南秋田郡に発生し、しかも八郎潤周辺の南

側地区にのみ限られている。殊に注目すべきは

一日市、潤西の例を除けば他は何れも日本海に

通する水道附近の天王、船越、払戸に発生を見

て居り、そのうち 3例（今同の江川を加えれば

4例）は天王町である。

次にこれ等巾毒の発生した時季は秋冷の10月

が最も多く 3例（江川を加え 4例）を算え、 5.6 

11. 12月の各 1例で、盛夏と厳冬には全く発生

を見ていないことである。

l「飯ずし」製造の時季について

秋川県下に於ける「f収すし」は主として冬期

間の保存食としての嗜好は汎＜殊に農、漁村で

珍重賞味される。その代表的なものは「絣の飯

すし」でこれは12月頃日本海で多量に漁獲され

るものを各戸で漬込み、正月用に準備すろもの

であろ。この「飯すし」は都市、農漁村、又は

山間部の別を問はす全県下に亘つて賞味される

のであるが、これが原因と考えられが11苛は1

例も確認していない。

然し乍ら八郎潤周辺地区に於ける「飯すし」

はこれ等と趣を異にし、この地方では春の川

植、秋の収獲の祝いの宴に八郎潟の魚類を使用

して「飯すし」を漬けろ風習があり、余等の間＇i

査によればこれ等の「飯すし」の多くが中蒋の

原lklになっているようである。

その漬け方は既述のように魚、野菜、白飯、

食塩等を主材料とし、これに食酢、糀を加える

こともあり、その酪．i袷のさせ方には個人々々の

所謂「コッ」があると云はれている。

余等が現地で，了周査の際に土地の古老から聞い

た事がらのうち「飯すし」の製法について興味

深いものを記せば次の通りであろ。

即ち「飯すし」にあてられない為には

(1) 生魚を水浸する時は充分に水を交換すろ

(2) 温暖の季節には長く水浸をしない。

(3) 新鮮な生魚を使う。生きていれば申分な

い。

(4-) 水浸用容器は金属性のものはいけない。

(5) 演込みに使う石は出来るだけ甫いものを

用い、郷いものはいけない。

（6) 沼込み用の桶は堅牢なものを選び損傷し

たものは使用してはいけない。

(7) 暖い時季に漬込んだものは中毒が多い。

(8) 漬込んでから 3週間以.l:．経たなければ食

ペてはいけない。

(!)) 「飯ずし」を潰込んでから上に滲fl！して

来る水はその都度丹念に投げすてる。

(10) その滲出‘？卜に白い薄い殷がはられれば食

べてもいい。

(U) 出来上つた「飯すし」はJ••から順次に食

べ、決して中からとつた 1)してはいけな

V。

以 I・.の通りで、これ喩の注意を怠れば所謂

あてられろことがあると云う古来からの評伝え

があるとのことであろ。

又天王町の老漁夫は旅護の際に時季によつて

死魚が一緒に網にかかる事が往々にあり、多く

の魚の中にそれが少数まじつていても一寸見分

けがつかないのでそのまし「飯すし」に使用さ

れる事も考えられると云い、尚また江川にボ Iヽ

リヌス中蒋が発生する前には天王湖岸から海に

通する水道にかけて相当数のJII鯛が斃死漂流し

ていたとの附近の住民の一致した言であった

lll 患者の主なる症状について

表中(1)(2)(3)の例に記載した事柄は、今Elから

すでに十数年以前のことである。当時患者を診

察した医師の所在も今日では不明で、その状況

を詳細に知ろ由もなかつたが、幸にその時の患

者及び家人について IF1い記憶を辿らせ、あらま

しを聴取し得た。

例 l

発生年月 11 1930年 10月 28 日

発生場所南秋［｛l祁船越町仲lllf

iiI：帯主天X 寅x郎（巾毒死）

原因食品 このしろ飯すし（八！•JI潤産）

摂食者数イ； 明

患者数 3名

死亡者数 l名
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診断 病 名 不 明

医師、

・当時の模様を知る人は自身発病し、辛くも生

残った老婆 1人のみで、語ろ所によれば附近の

知人より貰つた「飯すし」を夕食に摂つたとこ

ろ未明から翌日正午にかけて 3名が発病し、う

ち 1名は夕刻頃死亡し他は回複した。 ． 

この老婆の症状は腹痛、咄吐をもつてはじま

り、次いで頭将が起 h、呼吸が苦しくなり、限

がかすみ、全身がしびれて手を動かすことが困

難となり、舌がもつれ、自身はわからなかつた

が見舞に来た隣人におかしな声になつたと云は

れたと云う。そして症状が消えろのに 1ヶ月位

かしつたと語つている。

叉その「飯すし」の製造元についても潤べた

が、その家は10数年前に他に移転し従つてそこ

の家人に中蒋患者が出たかどうか不明である。

例 2

発生年月日 1934年 10月 21 日

発生場所南秋田祁天王IIlf天王

机・帯主越x谷x助（巾毒死）

原 1刈食品川さば飯すし（八郎洩廂）

摂食者数不 明

患者数 6 名

死亡者数 1 名

診断 病名不 明

阪師//

自家で漬込んでから約 4週間経つた「飯す

し」を家人が夕食に摂り、翌日 6名が発病し

1名が死亡した。家人の語るその症状は明確に

は約意してはいないが、 PI址吐と、舌のもつれを

特徴とし、次いて半身不随（？）となつた。直ち

に附近の医師の診釈を求めたところ、主治医は

専ら中風の治療を施し遂に 1名は死の転帰をと

ったと云う。その為に最近まで「飯すし」の中

蒋だとは考えたかつたと現在の主人は諾つてい

た。

例 3

発生年月日 1940年 12 月 8 日

発生場所南秋田郡天王町不動台

枇帯主不 明

原囚食品 さより飯すし（八郎潟産）

摂食者数不 明

息者数 6 名

死亡者数 2 名

診断病名不 明

医 師 ，

これは部落の唐松講中の宴会の席上で「飯す

し」を摂つたが、そのうち（その時間不詳） 5~ 

6名が発病し、うち 2名が死亡した。

然し当時の患者及び家人で現存していろ人は

1名もなく、その時講中に加はつた訳ではない

が状況を知つている附近の老人の語ろところで

は病人は皆身体がしびれ、限がかすみ、夫々医

師の診察を受けたが細いことは思ft¥せないとの

専であった。

次に（4）(6)の例は比較的新しく、患者を診察し

た医師及び家人等によつて租詳しく状況を姉ろ

事が出来た。

例 4

発生年月日 1948年 5月 4 日

発生場所南秋川郡潤西村野石天lU

泄帯主佐X•• 19:X助、小x宵 x （中毒

死）

原 I刈食品 ll1かれい、小鮒の飯すし（八

郎濁産）

摂食者数 8 名

患者数 4 名

死亡者数 2 名

診断病名中毒？

医 師不詳

昭和23年5月4日の昼食に一家 6人が「小

かれい、小鮒の飯すし」を摂り約20時間後の翌

日の朝主人11:x助（当時44オ）及び妻せ x （当

時34オ）の2人が発病し36時間後にせきは遂に死

亡した。その症状は最初頭痛、口渇、淡明、眼

瞼下垂を発し、次いで唆声、呼吸困確を来して

死亡の転帰をとつた。又••H:之助は口褐のみを覚

えたゞけで48時間後には回復した。

次にこの「飯すし」を隣家の小X富x （当時

36オ）方で貰い、 5月2日のク食に 1家 5人が

ー
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摂り、更に翌 3日昼食に主人富 X と長男とが摂

食したところ約3時間後この 2人が発病し、主

人のみ35時間後死亡した。・

2人の症状は羞明、咬声を特徴とし、嘔吐、

腹痛、頭痛等は全然なかったという。長男は約

1ヶ月の後全快した。

これ等の息者を診察した医師は数年前に他県

へ移り、その間の詳細な病状は知るすべもない

が、家人の語るところによれ↓ょ、主治医は容易

ならぬ中毒で根本療法はないが、・兎に角数日1h]

保てば回復の見込はあると自ら枕頭に侍り医書

を綿いて終夜治療に当つたと云う。・（参考）ー一

この「飯すし」は佐藤家で 3月下旬に漬込み 4

月上旬以来毎日家族が食事のたびに摂食して居

り、内容は魚類のみで野菜は使用していない。

例 5

発生年月日 1950年 11 月 12日

発生場所南秋田郡天王町塩口

世帯主桜x永 x

原囚食品 さより飯すし（八郎潤産）

摂食者数不 明

患者数 1 名

死亡者数 1 名

診断病名食中毒（魚類）

医 師広瀬大元

この例の患者は11オの小児で、主治医につい

て当時の模様を聴取したが、患者は初診後30分

で死亡したため詳細な症状は掴めなかった。し

かし直接の死I刈は、呼吸筋の麻坪であったと述

べ、診療簿には食中毒（魚類）と記載されてあ

った。

又家人の語るところは家族全員が摂食したが

発病したのはその小児のみで、嘔吐があり、水

を非常に欲しがつたと云う。

(6)(7)の例は中毒発生と同時に主治医等により

保健所を通じて衛生部に届lttがあり、夫々係員

が現地へ赴き詳細に潤査した。他方衛生研究所

に於ては病源物質の検索を行つたが、それを確

め得なかつたものであろ。

例 6

発生年月日 1951年 10月25H 

発生場所南秋田郡払戸村小深見

祇帯主船X千 X三x （中毒死）

原因食品はぜ、えび、さよりの飯すし

（八郎潟産）

摂介者数 4 名

息者数 4 名

死亡者数 2 名

診断病名食q.1毒伊藤五郎、白根雄二

及び、潤節麻坪（眼科） 土方文生

医 師食中毒（ボトリヌス？）

菊池清疾

(i) 中毒発生のあらまし

農業船x千x三x （当時41オ）方で10月25日

の昼食に家族11名中 4名が「飯すし」を摂り、

夕刻頃より軽い頭痛と吐心を訴える程度であっ

たが、同日午後 9時頃に到り長女さ x （当時21

オ）の症状が急変し、翌26日午前4時30分死亡

した。次いでこれと時を同じうして千 x三X も

容態が悪化し、 26日午後 1時死亡した。

他の 2名は翌日の正午頃より貫篤症状を呈す

るに到り県立病院へ入院加療の末、約20日の後

全決した。

(ii) し飯ずし」について
「飯すし」は同家で10月17日に漬込んだもの

で、材料は 3日前に千 X三Xが八郎潤より漁獲

した「はぜ」「えび」「さより」等を使用し、こ

れに自家栽培の王落を入れてつくつたものであ

る。

この「飯すし」の残 hは中毒発生後、自宅で

飼育中の豚に与えたが異状は認められなかつた

と云う。

(ii.i) 患者の症状

第 6表に示す通り患者等は「飯すし」摂食後

6時間を経た夕食頃より軽い後頭痛と吐心を催

し、それより 3時間を経た午後9時頃より先す

「さ x」が激烈な症状で容態が悪化した。全身の

違和と評発襲来する咄気、それに感下困難、呼

吸促迫、つ手足のしびれ感等を伴ったが、畷吐不

能、次いで意識潤濁、眼障碍（瞳孔散大、羞明）

等の経過をとり、翌27日の午前4時30分（発病
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後10時間30分）遂に死亡した。

次に千 x三Xは丁度さ Xが死亡した頃ょ b同

ーの症状を呈し、その後約9時間を経た午後l

時に死の転帰をとった。

これより先、家人は事の意外に重大なのに驚

き、附折の伊藤、樋口の両医師を招き治療を受

けていたが、そのうち他の 2名も発病後18時間

目の翌日昼頃には同様に病状が急変したぃめ急

濾県立病院に入院し豹20日間加根のート屑漸く全快

した。

(iiii) 病原菌の桧索

食物残岐、吐物、血液、屁、尿名gを材料にし

て主としてサルモネラ菌属の検出を計つたが稔

性で、各検体より 6株の変形藷を分離したのみ

である。又ポ l、リヌス蒋素の検出、並びに確気

性培跨は行わなかった。

例 7

発生年月 H 1952年 6月 7 日

発生場所南秋田郡一日市町下）1|原

祉帯主石X勇 x郎

原 1人I食晶小かれいの飯ずし（八郎潟

産）

摂 食 者 数 10 名

患者数 7 名

死亡者数 1 名

診断病名食餌性中毒

医 師湖東病院伊勢、河原 II•1 医師

(i) 中毒発生のあらまし

6月6日石 x勇x郎方で田埴が行われた際に

仝人、妻及び近隣より傭われた男女 8名の計IO

名が、昼食と午後 3時頃の酒宴の時に、石 X宅

で漬けた「JIIかれいの飯すし」を摂 b、約20~

so時間経過した頃よし）嘔吐、下痢、脱力感等を

もつて発病し、そのうち品 x忠X郎（当時 36

オ）は 4日目の 6月IO日午後4時so分遂に死亡

し、その他の患者ほ 7~IO日1fi1加寮の後夫々同

復した。

(ii) 「飯ずし」について

この「飯すし」は石 x勇XlllS方で 5月10日頃

に渋込んだもので、内容は八郎因で漁獲された

「)IIかれい」と附近より購入した「廿藍」「生姿」

とを使用し、 6月2nに勇 X郎及びその妻が試

食したところ下痢、嘔吐を起し、 6月3日に日

赤秋田病院の治療を受けている事が調査の結果

わかつた。•

又 6月6日のIt1植の宴に連なった某女は「飯

すし」に腐敗臭があったのでこれを摂らず、従

つて発病していない。

(iii) 患者の症状

第 7表に示す通り患者は「飯すし」摂食後早

・きは20時間、最も遅いもので 50時間後に発病

し、腹部膨満感、脱力感、手足のしびれ感を初

発 I品状とし、その他嘔吐、胃胚、眩祉、滋明が

あり、又n沿、曖気、尿1-h1を呈したものもあ

• Oo  

又これ埒の患者の大部分は下痢があつたが、

発熱、血便はなかつた。

このうち石 X勇x郎とその妻は 6月2H IZ: 

「飯すし」を試食した時から下痢、脱力感、手

足のしびれ感及び腹智膨満感等の病状を呈し、

日赤秋田病院で治療を受けたが臥床すろに到ち

ナ、酒宴当日も「叛すし」を摂つたものである。

死者は日頃から「飯すし」が大好物で、こJ)

日昼食の時に 1-2」rn.、酒姿の時に 4Jlll.(JIIか

れいの切身のみ）を摂食した。

(iiii) 病原菌の桧索

衛生部で調査に赴いた時には「飯すし」は既

に廃簗されてなかつた。患者血液、尿尿、及び

吐物等の細菌学的検査を実施したが、原因菊ら

しいものを検出し得なかつた。但し嫌気性培控

は行わない。

¥I 総括

以上を総括すれば（1)(2)(3)の例では自覚柿状の

うち舌のもつれ、全身のしびれ、眼甜状を共通

として何れも死亡者を出していろ点が一致して

いる。

(4)(5)の例では家人の記憶も新しく、又主祐I廷

についても当時のことを聞くことが出来、 (4)は

「飯ずし」摂取後 3~20時間で発症し、頭莉、

洸明、眼瞼下亜、吸声を特徴とし(5)は主治医{J):f

,
b
旦
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により直接の死因は呼吸筋の麻坪であつたので

ある。

(6)(7)の例では何れも食中毒の発生報告を受け

ると同時に現場に赴き詳細な調査を行つた約果

．吐心、嘔吐、胃痛、腹痛、唖下困難、全身のし

びれ感、視覚障碍等l)症状の経過をとり、 (7)は

下痢を来したが、血便の排泄と発熱はなかつた

のである。

そしてこれ等については中毒菌の検索を行つ

たがその原因菌をつかみ得なかつた。

考按

吾国に発生したポトリヌス中番は1951年中村

等による報告を矯矢とし、今回が4例11（これ

以後中村等により 2例の発生報告がある）に当

り、本州では殿初の例であろ。そしてこれ等は

総てill:界に稀なろ E型菌によるものであろ。

又これより先、今回の患者に類した食中毒は

最近余等も 2例を郊り、更に今回県下に於於る

類症疾息の調査を行った結果「飯すし」による

食中毒と考えられる事例が、遠く 1930年より近

年にかけて 5例と合計 7例の発生があった事が

明らかになった。

これ等の発生した場所は八郎潟南端の日本海

に通ヤる水道附近を中心として、その周辺に散

発し、時季は盛夏及び冬期を除き、 s.6月と 10

11月の比較的温暖の候にのみ発生し、しかもこ

の「飯すし」に使用された魚類は総て八郎渇よ

り漁獲されたものである。そして余等の調べた

範囲での患者の主なろ症状は吐心、畷吐、胃栢、

腹痛、頭痛、瞳孔徹大、羞明等の眼症状と感―F

困難、手足叉は全身のしびれ感が著明でしかも

相当の死亡者（患者 31名、死者10名一致命率

32.3劣）を出して居る事が注目され、ポトリヌ

ス中毒に類似した点が多々あるのである。

又興味ある事は吾国に発生した E型ボ 1、1Jヌ

ス中毒患者25名のうち死亡者は 8名で、その致

命率は32,0 ;!:るとな h、これに泄界の 1.2例を

加えれば患者総数52名、死亡者17名の致命率は

32.6.？：で、更に余等の問べた八郎鴻周辺の「飯

すし」中毒患者の致命率は32.3笈であり、これ

等 3者の死亡率は昇一致すろ。

むすび

以ート．を粘論すれば

(1) 1953年秋田県下に「川鯛の飯すし」によ

ろ食中毒が発生した。

(2) 臨床稲状はボトリヌス巾毒の疑濃きもの

でその原因追求の結果「飯すし」中より 1•:

型ポトリヌス毒素と菌の検出し得た。

(3) これを機に過去に於ける「飯ずし」によ

る類柿中毒の関査を行つたところ、 1930~

1952年の間に 7例の発生例を集め得た。

(4.-) これ等の患者の症状は余等の調査した範

囲ではボトリヌス苗による食中毒と推定さ

れろ。

（参考文献省略）

第 1表 現在まで知られている E型ポ・トリスス中毒の発生
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手製鰊0一面浪

生(/_i鯨O)鰭

淡水産スズキ
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鰈飯すし

鰈うぐい飯す` し
I 

手製JI!鱒泣

川鯛飯すし

合 計 52 17 ~致死率 32.6% 

# ~ E到賽素のみの証明で菌の分離なし

第 2表 個 人 別 症 状 表
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第 3表 ＊・ I・')ヌス抗毒素血清による培養毒素の中和試験

湛索＼抗毒索lA 塑 IB 型 E
！ 

浬！＇対 照

原 液 Ii I ● •'• ． C) o・ • ． 
! i ， 

X IO •• ． ． ． ゚(_) ． ． 
： 

X 100 ． 0 ，● ． C) ．゚ ゚
X 1,000 0. 

゜
3 

I゚ ゚ ゜゚ ゜X 10,000'. ， Q 010  0 () 

゜゚ ゜

E割抗毒素血消は

1934年Hazenが分離

した

No. 35 :;96TypoE株に

より製．；位しf:¥:'

0 ～ 生 存

● ～斃死
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第 4表 天 E
 

-__ 
株 の 諸 性 状 （そのt)

発 育～空気1!(+)パラフイン霊屑(・Jll・g) Glueose 添加(JIl•g)
温度～ 20cc CJll・g) 30°C (-JH-g) 37.,U CJH・II:) 45cc (-) 
移植時PH~4,8［以下 C-) 5, 55 OID 6, o Iヽ 8,87 OIi・) 
呉 気～ナシ

I-5応五叫呵釘 ――-
緬羊血液寒天平板培地 直径 3~4mm 灰白色透明扁平中心隆起

1 辺円不規則（又は正円に近い） B型溶血頃い）

斤°̂ C~48時『―;――- -
直径 3~6mm位になる

普通寒天平板培地 I発育しない
ー ··~ • • - • →ー・・ - -

l ゲウム染色～陽ヤI,
I大きさ～ 0，8 ~ 1 x 4 ~6  u 
塑 態～両端鈍円杵宵

，芽 胞～兎暉偏在仰かに膨隆昇99感謡忍罰；外に色索セ

1 9軋 毛～周毛性数本
i運 動～あり

----・・-・ - ・ - - ・ ・ 一・・-・

肝片～ （一）
凝固卵白～ （一）
ケラチン～ （一）
牛 乳～凝固するがペプトソ化は起らない

肝

鋭

蛋

々

白

プイ

分

ヨ

解

ン＇

2、%Glucose
血液寒天平板培地

／
 

検

性

第 4表 天 ~E．株の諸性状（その2) 炭水化物分解能

炭 水

Ambin函

Rh:Lmm⑮ 

Xylose 

Dextrose 

G吐wtOHe

Levul08o 

化 物 成

．
 

-
1
,
1
'ー
，

｀一炭水化物 I成糾'|炭水化物i成糾
•—·ー·- - ,.  - , . ..  - - -・ ・ • • •• • •・

士iMmnooe J + -1- I, Erythrito ! 
'L.'l.otosc I -- Ii Dufoitol 

珈 It⑮ ++| Mmnitol 

Suorosc I + + II Sorbit.ol 

Raffinosc I - I! &tliom ． 
Glyrobcn I -- Ii A的 ulin

Gly¢orol | + L ! Inulin 

土 L

＋＋ 

＋＋ 

＋＋． 

．第 5表 過去に於ける「飯すし」中毒

l"]発生年月 8：発生場所 1 ，原因食品i一棗Ti渚丁野―]
1 1195510,]面→齊元戸ー：―-f-明•一:!
2 1934 ” 天王町川さば ，’ 6! 
' 10,2I 天王 ” 

3 |1940 9 99 さより ', '’ 6! 
12, 8 渋谷

4 11948 '’ 潟西村 ）IIかれい、小鮒 8 4 : 
5, 4 野石 ” 

5 11950 '’ 天王町 さより If 不明 1 : 
I I, 12 汐ロ

6 1195l ” 払 戸 村 ぱ ぜ
IO,25 4礫見 1 ,9 | 

6, 1i " --13市町 1川かれ．し‘/, 1 
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し

第 6表 払戸村中毒患者個人別症状表

帝 氏 卜I:i,1I 年 1森其 発病 摂食よ死亡 ［ ： --- 主・ 要・ -症--^ 状-・ーー・ ！ fii 

Ir（i股店発眩； 意呼ロ； しI ! i,f]日 II寺亡 び 1

! i i, II猟，； il9'  

号 1！9 名 ・別 令 時＇時 病時間： nn 時rfil,iii稲吐熱保 ,識濁瀾難吸困. 渇 感 1I 考

'!  

l船木千代三郎 0 I 41 1200 1800' 1300 ' 

~'''i 
2 II あさ 0) 'j1 41 II II II + + +—+ + + + + + 

3 " さつ,'? i! 21 11 11 11 10,26 10,30-'--+ + • -I ＋ I + + I+ヽ• ,+ + 
I : i 4 , 3 o ,  

4 " 清 徳 o:6" " " + +  +—+ + + +1 I ++  
9 ‘ |  ’ 

0頸折j一→後既U)疼析j 〇吐心嘔吐ー→咽喉筋肉麻痺の為呼．!ti：不能

（＋）～吐心 (++）～暫•1::

ヽ肘ド困難ー→乾煉感甚だしく水セ欲するもこれを飲めなしヽ又発声不全暖声あり。

（シ視覚稗碍ー→闘孔散大敦明（眼セパチパチさせる）

0腹痛ー→下腹部鈍術
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一日市町 食 中 毒 患 者個人症状別表
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